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黒潮前線帯で最発達する爆弾低気圧の進路と発達を導く環境場について
Climatology of explosively developing extratropical cyclones over the Kurosio Front
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冬季アジアモンスーンが強い時,爆弾低気圧は黒潮流域に集中する (Yoshiike and Kawamura,2009).暖流からの熱・水蒸
気供給と低気圧の発達過程との関係を理解することは重要である.本研究は,黒潮前線帯近傍で最発達した爆弾低気圧に
ついて,進路及び発達位置の違いをもたらす環境場を黒潮前線帯の応答も含めて明らかにすることを目的とした.
黒潮前線帯を西部と東部で区分し,それぞれの領域で最発達した低気圧 (TypeW P, TypeEP)に対してコンポジット解

析を行った結果,TypeW Pが発達する際には日本海上にメソスケール擾乱が存在することが分かり,低気圧発達後の進路
との関連が示唆された.TypeW Pの発達前には黒潮前線帯に顕著な潜熱フラックスの極大域が見られた.これは発達中の
低気圧前面に吹く東風に,南北に蛇行した黒潮前線帯が応答したものであった.これらは TypeEPには見られない特徴で
あった.また,関東地方の気象に及ぼす影響について,TypeW P時は大雪や大雨,TypeEP時は強風による災害が発生しやす
い傾向にあることがわかった.TypeW Pのもたらす大雨には潜熱フラックス上昇に伴う黒潮続流域からの水蒸気供給の寄
与が示唆される.低気圧中心におけるコンポジット解析を行ったところ,低気圧中心に吹き込む水蒸気の移流についても
両タイプで大きな違いが見られた.低気圧南西象限から中心に吹き込む水蒸気フラックスは TypeEPでより強く,低気圧
南方の可降水量は TypeW Pでより大きい値を示していた.TypeEPは強い水蒸気の引き込みによる発達の促進,TypeW P
は湿潤な空気の移流による発達の促進がそれぞれ特徴的であった.同様の解析を大西洋亜寒帯前線帯の西部及び東部で発
達する低気圧 (TypeW A, TypeE A) においても実施したが,発達の前後で下層環境場に大きな違いは見られなかった.した
がって発達位置の違いに伴う下層環境場の違いは黒潮前線帯に特徴的な現象であることがわかった.また,大西洋で発達
する低気圧よりも黒潮前線帯で発達する低気圧の方が,低気圧中心への水蒸気移流の影響を強く受けて発達していること
が示唆された.
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